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UMIN学会向け説明会

Ｌ（エル） ｅラーニングシステム

1

資料区分 資料内容
プレゼン
配布資料
（合冊版）

プレゼン
配布資料
（分冊版）

全体配布
資料
（分冊版）

備考

全体 ⼤学病院医療情報ネットワーク（UMIN）について 11 10 10
演題 オンライン演題査読システム 49 17 17
演題 オンライン演題評価システム 0 16オンライン演題査読システムとほぼ同等なのでプレゼン省略
演題 グラフィカルアブストラクト収集・表⽰機能 17 17
演題 UMINで収集した演題抄録の医中誌への取り込み運⽤実証テスト 11 11
演題 オンライン学術集会開催機能 3 59既に以前に説明会で発表済なので、概要のみ簡単にプレゼン
EPOC 専⾨研修⽤EPOC（SP-EPOC）と汎⽤のGeneral EPOC Platform 15 9 9
EPOC 講習会等参加管理システム 5 5
eラーニング L共通概要（全体Lと限定L共通） 62 7 7
eラーニング 全体L受講者マニュアル 9 9
eラーニング 全体Lコンテンツ提供者マニュアル 0 8限定Lとコンテンツ提供者の使い⽅はほぼ同様なのでプレゼン省略
eラーニング 限定L受講者マニュアル 0 4限定Lの提供者により使い⽅が異なるためプレゼン省略
eラーニング 限定Lコンテンツ提供者マニュアル 27 27
eラーニング L問題作成マニュアル（全体Lと限定L共通） 18 26
INDICE INDICEスタンダード 48 7 7
INDICE INDICEクラウド 15 21
INDICE INDICE LibreClinica 10 15
INDICE UMIN Social Research ＆ User Research 16 16
SSO UMINシングルサインオン（SSO) 8 7 19
合計 193 188 303

Ｌ概要（全体Ｌと限定Ｌ共通）

全体Ｌ受講者マニュアル

（全体Ｌコンテンツ提供者マニュアル）⇒配布資料のみ

（限定Ｌ受講者マニュアル）⇒配布資料のみ

限定Ｌコンテンツ提供者マニュアル

Ｌ問題作成マニュアル
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Ｌ（エル） ｅラーニングシステム

ＵＭＩＮ ｅラーニングサービス
Ｌ（エル）の概要（全体Ｌと限定Ｌ共通）
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端的にＬとは何か？
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１．GPLライセンスによるオープンソースの
⾼機能e-learningソフトを、

２．みんなが持っている
UMIN IDによってアクセス管理を⾏い、

３．信頼性の⾼いUMINサーバ上で、

４．無償で提供するシステム
UMINサーバ

UMIN ID

e-learningソフト

￥０

Ｌにおける
eラーニングコンテンツの提供形態
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・コンテンツ提供者が、e-learningを構築
・２つのコンテンツ提供形態

全体Ｌ：UMIN ID取得者全員の提供
限定Ｌ：提供を許可した⼈のみに提供

Lサーバ

インターネット

e-learning受講者

e-learningコンテンツ提供者

・受講者が、
UMIN IDを⽤いて、
e-learning を受講

Ｌにおける
eラーニングコンテンツの提供

・個⼈でも団体でもコンテンツを提供可能

・内容は、広義の医学・医療に貢献する内容

・⾮営利であること

（料⾦を徴収してもよいが、出資者等への利益配分はできない）

・アクセスの制限

１．全体Ｌ（提供者のコンテンツをUMIN ID取得者が全員受講可能）

⇒実運⽤中

２．限定Ｌ（提供者が許可したUMIN ID取得者のみが受講可能）

⇒βテスト運⽤中。実際にお使いになれます。 6
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現状で提供されている
全体Ｌのe-learningコンテンツ

• 医師国家試験過去問eラーニング（提供：UMIN）

• 歯科医師国家試験過去問eラーニング（提供：UMIN）

• ヘルスコミュニケーション学eラーニング（提供：東大医療コミュニケーション学分野）

• INDICEクラウド管理者用ｅラーニングセキュリティ編（提供：UMIN）

• CC-EPOC管理者用ｅラーニング（提供：EPOC運営委員会）

• PG-EPOC=EPOC2管理者用ｅラーニング（提供：EPOC運営委員会）

• DEBUT2管理者用ｅラーニング)（提供： DEBUTワーキンググループ）

• INDICEクラウド管理者用ｅラーニングシステム構築編（提供：UMIN）
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現状で提供されている
団体Ｌのe-learningコンテンツ

• βテスト運用中（コンテンツ提供者募集中）
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Ｌマニュアル一覧

03-0 Ｌの概要（全体Ｌと限定Ｌ共通）⇒本マニュアル

03-1 全体Ｌ受講者マニュアル

03-2 全体Ｌコンテンツ提供者マニュアル

03-3 限定Ｌ受講者マニュアル

03-4 限定Ｌコンテンツ提供者マニュアル

03-5 Ｌ問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
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ＵＭＩＮ ｅラーニングサービス
全体Ｌ（エル）受講者マニュアル
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受講者用マニュアル（１）
ＵＭＩＮ Ｌサービストップにアクセス

下記URLにアクセス

https://www.umin.ac.jp/l/

「全体Lサービス受講者

トップメニュー」をクリック
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受講者用マニュアル（２）
ＵＭＩＮ Ｌサービス受講トップにアクセス

• 右上の「ログイン」
をクリック

12
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受講者用マニュアル（３）
ＵＭＩＮ ＩＤとパスワードによる利用者認証

ユーザ名：お持ちのUMIN ID

パスワード：UMIN IDのパスワード

を入力して【Login】ボタンをクリック。

＊UMIN IDとパスワードを入力する

と自動的にログインがクリックされる
設定となっている場合もありますの
で、ご注意ください。
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受講者用マニュアル（４）

「ヘルスコミュニケーション学ｅラーニング」という
名称の「カテゴリ」を選択する例での例示

• 利用者氏名が表示されます。この例で
は、「勇明」という氏名になっています。
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• 利用可能な全体Ｌのｅラーニングの「コ
ースカテゴリ」が表示されます。この中
から、学習したい「コース」または「カテゴ
リ」を選択します。「コースカテゴリ」のう
ち、「コース」は具体的なｅラーニングコ
ンテンツを意味し、「コース」をクリックす
るとｅラーニングの受講ができます。「カ
テゴリ」は、「コース」を階層型に分類す
る区分を意味し、「カテゴリ」をクリックす
ると、該当の下部カテゴリに属する「コー
ス」と「カテゴリ」が表示されます。

• この例では、「コースカテゴリ」から、
「ヘルスコミュニケーション学ｅラー
ニング」という「カテゴリ」をクリックし
て選択することにします。

受講者用マニュアル（５）

「ヘルスコミュニケーション学基本問題集」とい
う名称の「コース」を選択する例での例示
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• 「ヘルスコミュニケーション学ｅラーニン
グ」という「カテゴリ」には、「ヘルスコミュ
ニケーション学基本問題集」という「コー
ス」が１つ存在します。これをクリックす
ることにより、「ヘルスコミュニケーション
学基本問題集」の学習ができます。「ヘ
ルスコミュニケーション学基本問題集」
に移行します。

• 「ヘルスコミュニケーション学ｅラーニン
グ」という「カテゴリ」には、更に下層のカ
テゴリは存在しません。また「ヘルスコミ
ュニケーション学基本問題集」以外のコ
ースも存在しません。

受講者用マニュアル（６）

「ヘルスコミュニケーション学基本問題集」という
名称の「コース」を選択後の自己登録画面

• 「私を登録する」をクリックすると
、受講者の１）氏名、２）UMIN 
ID、３）ｅラーニングの学習内容

、４）その他受講者本人が入力
した情報が、全体Ｌの該当コー
スの開設者（コースマネージャ
ー）に通知されます。

• 自己登録画面があらわれるの
は、最初のアクセスしたときだけ
で、２回目以降はあらわれませ
ん。
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受講者用マニュアル（７）

「ヘルスコミュニケーション学基本問題集」という名
称の「コース」を選択後の回答する問題を選択

• 自己登録すると右記の画
面があらわれますので、
回答したい問題を選択し
ます。

• 「１章２５問」を選択した例
で例示します。
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受講者用マニュアル（８）

「ヘルスコミュニケーション学基本問題集」という
名称の「コース」を選択後の問題を回答する

18

• 「小テストを受験する」を
クリックして、回答を開
始してください。
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ＵＭＩＮ ｅラーニングサービス
限定Ｌ（エル）コンテンツ提供者マニュアル

19

目次

１．新規利用申請

２．開設通知後にやること

2.1．開設した限定Ｌの稼働確認

2.2．コーディネータ（申請者）が自身をサイト管理者に設定

2.3．コーディネータがサイト管理者としてログインできるかの確認

2.4．限定Ｌでコンテンツを提供する関係者に個別共通URLを通知とログイン

2.5. サイト管理者による関係者へのロールの付与

2.6 カテゴリーとコースの作り方

2.7 コースへのアクセス権限の付与

＊以上を終了すると、サイト管理者の管理のもと関係者がｅラーニング等のコ
ンテンツを提供できるようになります。コンテンツの作成方法は、「問題作成マ
ニュアル」をご参照ください。 20

（解説）限定Ｌのロール（利用者権限）
について

• コーディネイタ： 限定Ｌの申請を行う。通常はサイト管理者を兼
任する。申請者以外にも２名までコーディネイタの指定ができる。

• サイト管理者： コーデネイタが承認した人はサイト管理者になる
ことができる。サイト管理者は、自らコンテンツの作成ができる。

• マネージャー： サイト管理者が承認した人はマネージャとなるこ
とができる。マネージャーは、自らコンテンツの作成ができる。

• 学生（＝受講者）： コンテンツ提供者が個別に受講者を指定する
（コンテンツ提供者が指定しないと受講できない）。

＊他にも様々なロール（権限）がありますが、当初の運用開始に最
低限必要なロールのみ解説します。
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（解説）限定Ｌ利用のための３つURL

• 新規申請用URL（同じURLですべての限定Ｌの申請が可能）

https://center6.umin.ac.jp/cgi-bin/member_l/input?service=gentei_l

限定Ｌのコーディネイタになろうとするものが、限定Ｌの新規利用申請をするためのURL

• コーディネータ専用管理画面URL（同じURLをすべての限定Ｌで使用）

https://center6.umin.ac.jp/cgi-bin/member_ｌ/coordinator/admin.cgi

限定Ｌの個別サイトのコーディネータだけがアクセスできる個別サイトの管理画面。URLは
共通であるが、コーディネータ毎に担当する限定Ｌに合わせた異なる画面が表示される。

• 限定Ｌ個別サイト共通URL（１つの限定Ｌに１つだけ存在）

限定Ｌの利用者（サイト管理者、マネージャー、コース作成者、教師等）が共通で利用する
URLで、この例では、図の「サイト名」に記載のhttps://l.umin.ac.jp/m/member_b/ 22

１．新規利用申請

• 限定Lの新規申請は下記のURLからオンライン申請となります。

• 申請にはUMIN IDが必要となります。

■限定L 新規利用申請
https://center6.umin.ac.jp/cgi-bin/member_l/input?service=gentei_l

• 開設処理完了までUMINの営業日で１～３日をお待ちください。

• 開設完了通知はご登録の連絡先メールアドレス宛に届きます。
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２．開設通知後にやること

2.1．開設した限定Ｌの稼働確認

2.2．コーディネータがサイト管理者としての権限を得るため
の設定を行う。

2.3．コーディネータがサイト管理者としてログインできるか
の確認

2.4．限定Ｌでコンテンツを提供する関係者に限定Ｌ個別共
通URLを通知する。

2.5.  URLの通知を受けた関係者が指定されたURLにログ

インして、自身に希望するロール（サイト管理者、マネージャ
ー、コース製作者、教師）を指定する。

2.6．コーディネータ（申請者）が関係者が希望するロールを
認定する。 24
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2.1開設Ｌの稼働確認

• 開設完了メールまたは限定L案内ページに記載されているコーディネータの
管理画面に登録されたコーディネータのUMIN IDでログインします。

■コーディネータ専用管理画面（コーディネータだけしかアクセスできません）

https://center6.umin.ac.jp/cgi-bin/member_l/coordinator/admin.cgi

• コーディネータの管理画面には、該当のコーディネータ管理画面開設済みリ
ストが表示されます。

１．自分の申請したサイト名が表示されているかどうか確認ください。

２．自分の申請したサイト名が確認できたら、下図のように【管理者ログイン】の
ボタン表示されているか確認ください。このボタンが表されていない場合には、
新規申請処理が完了していないので、使えません。

25
【管理者ログイン】ボタン

2.2．コーディネータ（申請者）が
自身をサイト管理者に設定（１）

コーディネイター専用管理画面
から、「管理者ログイン」ボタン

をクリック。

26

2.2．コーディネータ（申請者）が
自身をサイト管理者に設定（２）

（１）「サイト管理」、

（２）「ユーザ」

とクリックして、

（３）「サイト管理者」

をクリック
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2.2．コーディネータ（申請者）が
自身をサイト管理者に設定（３）

サイト管理者を管理する
画面が表示されます。
右枠の潜在的なユーザ
からサイト管理者権限を
付けたいUMIN IDを選

択します。通常、コーデ
ィネイター（申請者）を選
択して、サイト管理者に
します。

【追加】ボタンを押すと現
在のサイト管理者（左枠
）に選択したUMIN IDが
移動します。
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(l-adm@umin.ac.jp) (btest-umin@umin.ac.jp)

(l-adm@umin.ac.jp)

2.3．コーディネータ（申請者）がサイト
管理者としてログインできるの確認

コーディネイタ専用管理画面から、サイト
名称をクリックして、限定Ｌ個別共通URL
へアクセス。今回の例では、

名称:「限定Lマニュアル用」。

URL:”https://l.umin.ac.jp/m/member_b”

限定Ｌ個別共通URLの

右上の「ログイン」

から、サイト管理者に登録したコーディネイ
タのUMIN IDでログインを行う。

サイト管理者権限がある場合には、

「サイト管理」

という名称のメニューが表示される。

表示がなければサイト管理権限はない。

29

2.4 限定Ｌ個別サイト共通URL
の関係者への通知とログイン

サイト管理者は、関係者に限定
Ｌの

「個別サイト共通URL」

を通知する。

関係者は、

個別サイト共通URLへログイン

することによって、限定Ｌの個別
サイトに登録され、該当サイトの
サイト管理者が関係者にロール
を割り当てることが可能となる。

30
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2.5 サイト管理者によるロールの付与

31

サイト管理者権限のUMIN ID
でログインする。

「サイト管理（図：①）」⇒「ユー
ザ（図：②）」⇒「システムロール
を割り当てる（図：③）」の順で進
む。

①

②

③

2.5 サイト管理者によるロールの付与

ロールとして、「マネージャ」
を選択する。

＊ｅラーニングサイトが小規模で
コーディネイターの目が関係者の
よく届いている場合には、関係者
に「マネージャ」ロールを付与する
ことを勧める。コース作成者は、
マネージャーより権限が少なく、コ
ース作成者ができないことは、代
わりにサイト管理者がやらなくて
はならず、サイト管理者の手間が
増える。

32

2.5 サイト管理者によるロールの付与

潜在的なユーザの枠内
からマネージャ権限を与
えるユーザ（この例では
、「勇民枝瑠（umin-
l@umin.ac.jp）」を選択し

（図：①）、「＜追加」のボ
タンを押す（図：②）。

33

①

②

2.5 サイト管理者によるロールの付与

「勇民枝瑠（umin-
l@umin.ac.jp）」

がマネージャとなった
ことがわかる。
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2.6 カテゴリーとコースにつくりかた
カテゴリーとコースの概要

35

トップ
※削除不可

カテゴリA
（カテゴリC、コー
ス１の親カテゴリ）
リ

カテゴリB
（コース３の
親カテゴリ）

コース１

コース２

コース３

カテゴリC
（コース２の
親カテゴリ）
リ

「トップ」が構造の始点となります。

「トップ」には「カテゴリ」を作ることができますが、「コース」は作れません。

作成した「カテゴリ」には「カテゴリ」と「コース」を作ることができます。

「コース」は末端となり、そこから更に「カテゴリ」や「コース」を付けることはできません。

「カテゴリ」と「コース」を作成する階層から上階層が「親カテゴリ」となります。

「親カテゴリ」は1つだけとなり、複数の親カテゴリーの設定はできません。

「親カテゴリ」からみて、下階層につくる「カテゴリ」と「コース」は複数作成することができます。

＊Windowsのデレクトリーとファイルの関係に類似しています。

2.6 カテゴリーとコースにつくりかた
カテゴリーを作る

「コースおよびカテゴリを管
理する」画面より、「新しいカ
テゴリを作成する」を選択し
ます。

※カテゴリ１は開設初期の

カテゴリ名です。変更いただ
いて問題ございません。

36
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2.6 カテゴリーとコースにつくりかた
カテゴリーを作る

右図の新しいカテゴリを追加する画面に移
ります。必須項目を入力し「カテゴリを作成
する」ボタンで作成できます。

下記を設定します。設定内容は作成後に
変更は可能です。

・親カテゴリ：新しいカテゴリの上階層を選
択します。親カテゴリについては「カテゴリ
とコースの概要」をご参照ください。親カテ
ゴリの選択は「検索」のプルダウンから選
択します。

・カテゴリ名：新しいカテゴリの名前を入力
してください。

・カテゴリIDナンバ：空欄にします。

・説明：カテゴリの説明を入力します。空欄
のままでもよいです。

37

2.6 カテゴリーとコースにつくりかた
コースを作る

38

「コースおよびカテゴリを管
理する」画面より、「新しい
コースを作成する」を選択
します。

2.6 カテゴリーとコースにつくりかた
コースを作る

新しいコースを追加する画面に
移り、必須事項を入力して「保
存して戻る」で完了です。

設定項目についての説明は

次ページを参照ください。一般
的な設定内容を示します。

設定内容は作成後に変更は可
能です。

39

2.6 カテゴリーとコースにつくりかた
コースを作る

• 長いコース名：コース画面上に表示される名称です。

• コース省略名：他のコース省略名と重複しないようにコース省略名を付けます。

• コースカテゴリ：コースを設置するカテゴリを選択します。

• コース可視性：「表示」を選択。

• 開講日：任意。不明な場合は登録日でご登録ください。

• コース終了日：任意。常時利用を許可する場合は、「有効にする」のチェックを外す。

• コースIDナンバ：空欄

• コース概要：コースの説明を入れてください。空欄可。

• コースイメージ：コースのイメージをいれてください。空欄可。

• コースフォーマット：初期設定のままにする

• アピアランス：初期設定のままにする

• ファイルおよびアップロード：初期設定のままにする

• 完了トラッキング：初期設定のままにする

• グループ：初期設定のままにする

• タグ：初期設定のままにする 40

2.7 学生（＝受講者）への
履修権限の付与

作成されたコースの画
面から「参加者」のタ
ブ（図：①）をクリック

41

①

2.7 学生（＝受講者）のコースへの登録

42

「ユーザを登録する」
（図①）ボタンを押す

①
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2.7 学生（＝受講者）のコースへの登録

登録オプション画面か
ら「検索（図：①）」プル
ダウンより学生を探し
選択する。選択したユ
ーザが表示（図：②）さ
れたことを確認し、「ユ
ーザを登録する（図：
③）」ボタンを押す

43

①

②

③

検索から選んだユーザが
ココに表⽰される

2.7 学生（＝受講者）のコースへの登録

44

学生登録完了

（この例では、

「勇民枝瑠

（umin-l@umin.ac.jp）」

ＵＭＩＮ ｅラーニングサービス
問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）

45

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
Ｌにおける問題作成方法のご案内

本マニュアルは、全体Ｌと限定Ｌに共通です。

問題はコース作成後にコース内に設定されます。本マニュアルは、Ｌにおける
コース作成時点以降から解説します。全体Ｌと限定Ｌのカテゴリー、コースの作
成については、各々のコンテンツ提供者用マニュアルをご参照ください。

本マニュアルでは、最も一般的と思われた問題作成方法を記載していますが、
本マニュアルに記載したのとは異なる方法も存在しています。

本マニュアルでは、以下の問題形式による問題作成を解説しています。

１．多肢選択問題

２．〇×問題

３．組合せ問題

４．記述問題

５．数値問題

６．作文問題 46

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
コース内に小テストを作成する

• コース作成後、

右上の「編集モード」

をオンに変更します。

47

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
コース内に小テストを作成する

• 「活動またはリソース
を追加する」をクリック
する。

48
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問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
コース内に小テストを作成する

49

• 「小テスト」をクリックする。

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
コース内に小テストを作成する

• 小テストの名称
を入力する。

• 今回は、「マニュ
アル小テスト」と
いう名称としたと
仮定して説明を
続ける。

50

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
コース内に小テストを作成する

51

• 下にスクロール
して、「保存して
コースに戻る」を
利クックします。
小テストを保存し
てから、コースに
戻ります。

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（共通）

• コース内において、
作成した小テストの
名称（今回の例では
、「マニュアル小テス
ト」）をクリックして、
今回作成した「マニ
ュアル小テスト」の
活動画面に入る。

52

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（共通）

【問題バンク】を
クリックする。

53

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（共通）

【新しい問題を
作成する．．．
．】をクリックす
る。

54
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問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（共通）

55

追加する問題のタイ
プを選択します。本マ
ニュアルでは、下記
のタイプのみ順番に
解説します。

１．多肢選択問題

２．〇×問題

３．組合せ問題

４．記述問題

５．数値問題

６．作文問題

56

「問題名」、

「問題テキスト」

を入力

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（多肢選択問題）

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（多肢選択問題）

選択肢を登録します。

この例では、一番上の選択肢は、「
正解１」となっていますが、実際に
は正しい文（例：犬は哺乳類だ）を
入力します。

同様に２番目の選択肢は「不正解１
」となっていますが、実際には誤っ
ている文（例：犬は鳥類だ）を入力し
ます。

正解の選択肢では評点を「100％」

としてください。不正解の選択肢は
評点を「なし」で登録します。

スクロールして【変更を保存する】で
完了です。 57

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（〇×問題）

58

「問題名」、

「問題テキスト」

を入力

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストに問題を作成する（〇×問題）

正解と〇×から選
択します。

スクロールして、

【変更を保存する】
で完了です。

59

問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストへの問題の追加（１）

作成済の小テスト
を開きます。この
例での、小テスト
の名称は、「マニ
ュアル小テスト」で
す。

そして、

【問題を追加する】
をクリックします。

60
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問題作成マニュアル（全体Ｌと限定Ｌ共通）
小テストへの問題の追加（３）

61

【追加】から

「＋問題バンクから」
を選択

全体Ｌコンテンツ提供者用マニュアル群

コースカテゴリー作成マニュアル・小テスト作成マニュアル
４．小テスト作成マニュアル 4.4小テストへの問題の追加（３）

テストに組み込む
問題にチェックを
入れ、

【選択した問題を
小テストに追加す
る】ボタンを押し
て設定完了。

62


